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12
月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と（
主
な
議
案
等
）

12
月
定
例
会
で
審
査
し
た
主
な
議
案
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

各
議
案
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
議
案
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ご
利
用
に
な
る
と
、
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

議
案
の
概
要

　
市
庁
舎
１
階
の
一
部
を
商
業
施
設
と
し

て
貸
し
付
け
る
こ
と
に
つ
い
て
議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
。

主
な
質
疑
応
答

質　
市
庁
舎
屋
上
の
広
告
塔
貸
し
付

け
の
取
り
扱
い
は

答　

屋
上
広
告
塔
に
つ
い
て
は
、
１
階

の
商
業
施
設
の
貸
し
付
け
と
同
様
の
平
米

単
価
お
よ
び
期
間
で
契
約
を
し
て
い
る
。

質　
市
庁
舎
屋
上
の
広
告
塔
の
使
用

料
は

答　

月
額
３
万
２
１
３
円
、
年
額
で

36
万
２
５
５
６
円
で
あ
る
。

議
案
の
概
要

　
平
井
川
排
水
施
設
整
備
工
事
に
関
し
、

工
事
請
負
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
つ
い

て
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

主
な
質
疑
応
答

質　
入
札
参
加
資
格
を
持
つ
事
業
者
数
は

答　

本
工
事
は
入
札
参
加
形
態
を
構
成

員
が
２
者
の
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

と
し
て
お
り
、
資
格
要
件
に
該
当
す
る
業

者
が
36
者
あ
る
た
め
、
最
大
８
つ
の
特
定

建
設
工
事
共
同
企
業
体
を
結
成
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
見
込
ん
で
い
た
。

質　
入
札
結
果
は

答　

２
者
か
ら
入
札
が
あ
っ
た
が
、
そ

の
う
ち
１
者
が
無
効
と
な
っ
た
た
め
１
企

業
体
の
参
加
と
な
っ
た
。

可決 賛成	 22
反対	 3

市庁舎の一部を
商業施設として
貸し付け
議案第105号　
財産の貸付けについて

可決 賛成	 24
反対	 1

平井川排水施設
整備工事

議案第106号　工事請負
契約の締結について（平
井川排水施設整備工事）

令和6年能登半島地震を受けて
　このたびの令和６年能登半島地震により、犠牲となられた方々に対し、深く哀悼の意を表するとと
もに、被災された多くの皆さまに心からお見舞いを申し上げます。
　本市は、平成27年９月の関東・東北豪雨と令和元年10月の東日本台風という２度の水害により、多
くの方が被災され、現在も河川の改修が行われる等、道半ばではありますが、市内外からのご協力を
いただきながら、市民一丸となり多くの困難を乗り越えてまいりました。
　これらの自然災害の経験を踏まえ、市議会では甚大な被害を受けられました北信越地域への支援と
して、些少ではありますが、義援金を北信越市議会議長会へ拠出させていただきました。
　今後も、被災地の一日も早い復旧・復興を願い、市当局と連携し、必要となるさまざまな支援に努
めてまいります。

討
論
（
議
案
第
96
号
）

反
対
（
白
石
議
員
）

　

議
員
の
期
末
手
当
は
人
事
院
勧
告
に

準
じ
て
機
械
的
に
引
き
上
げ
る
べ
き
性
格

の
も
の
で
は
な
く
、
議
員
報
酬
の一
部
と

し
て
審
議
会
や
市
民
の
意
見
を
聞
い
て

決
定
す
べ
き
で
あ
る
。

賛
成
（
市
村
議
員
）

　

本
件
は
人
事
院
勧
告
に
準
じ
る
も
の

で
あ
り
、
期
末
手
当
を
引
き
上
げ
る
場

合
だ
け
で
は
な
く
、
引
き
下
げ
る
場
合

に
お
い
て
も
勧
告
を
尊
重
し
条
例
改
正

を
し
て
き
た
経
緯
を
踏
ま
え
賛
成
す
る
。

討
論
（
陳
情
第
３
号
）

不
採
択
（
針
谷
正
夫
議
員
）

　
マ
イ
ナ
保
険
証
は
私
た
ち
の
生
活
に
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、

国
民
皆
保
険
制
度
を
よ
り
良
い
も
の
と
す

る
た
め
に
も
必
要
な
も
の
で
あ
る
と
考
え

る
。採

択
（
白
石
議
員
）

　

保
険
証
は
国
民
皆
保
険
の
根
幹
で
あ

り
、
世
論
調
査
で
も
多
く
の
国
民
が
来

年
秋
の
廃
止
を
望
ん
で
い
な
い
た
め
、

国
民
・
市
民
の
立
場
に
立
ち
意
見
書
を

国
に
提
出
す
べ
き
で
あ
る
。

採
択
（
針
谷
育
造
議
員
）

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
や
マ
イ
ナ
保
険
証
の

取
得
強
制
が
本
当
に
市
民
の
た
め
に

な
っ
て
い
る
の
か
を
真
剣
に
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
本
陳
情
は
採
択
す
べ
き

で
あ
る
。
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　本会議の表決前に、他の議員の賛同を得るために、討論が行われた議案番号等と発言した議員名は次のと
おりです。（○＝賛成　●＝反対）
議案第 89 号 ●白石　幹男 議員　●内海　まさかず 議員
議案第 96 号 ●白石　幹男 議員　〇市村　　隆 議員
議案第105号 ●内海　まさかず 議員
議案第106号 ●白石　幹男 議員　〇大谷　好一 議員
議案第120号 ●内海　まさかず 議員
陳情第  3  号 ●針谷　正夫 議員　〇白石　幹男 議員　〇針谷　育造 議員

議案等の審議結果
　12月定例会では、議案41件、陳情3件が審査されました。
　賛否が分かれた議案等の各議員の賛否は以下のとおりです。 賛成：◯　反対：●　欠席：ー

議案等の審議結果

※その他の議案38件は全会一致で可決されました。

番　号 件　名
採
決
結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28
川
田
　
俊
介
　

小
太
刀
孝
之

市
村
　
　
隆
　

雨
宮
　
茂
樹

森
戸
　
雅
孝

浅
野
　
貴
之

小
平
　
啓
佑

大
浦
　
兼
政

針
谷
　
育
造

古
沢
ち
い
子

大
谷
　
好
一

坂
東
　
一
敏

内
海
ま
さ
か
ず

小
久
保
か
お
る

青
木
　
一
男

松
本
　
喜
一

梅
澤
　
米
満

天
谷
　
浩
明

針
谷
　
正
夫

広
瀬
　
義
明

氏
家
　
　
晃

福
富
　
善
明

福
田
　
裕
司

中
島
　
克
訓

大
阿
久
岩
人

小
堀
　
良
江

白
石
　
幹
男

関
口
孫
一
郎

真
政
ク
ラ
ブ

創
政
会

真
政
ク
ラ
ブ

公
明
党
議
員
会

真
政
ク
ラ
ブ

か
が
や
き

自
民
未
来

自
民
未
来

創
志
会

公
明
党
議
員
会

自
民
未
来

か
が
や
き

創
志
会

公
明
党
議
員
会

自
民
未
来

自
民
未
来

真
政
ク
ラ
ブ

無
会
派

か
が
や
き

自
民
未
来

自
民
未
来

真
政
ク
ラ
ブ

創
政
会

無
会
派

真
政
ク
ラ
ブ

真
政
ク
ラ
ブ

無
会
派

自
民
未
来

議 案
第89号

令和５年度
栃木市一般会計補正予算（第６号）

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ー ● ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○

議
長
の
た
め
採
決
に
は
加
わ
ら
な
い

○ ○ ● ○

議 案
第96号

栃木市議会の議員の議員報酬及び
費用弁償等に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

議 案
第105号 財産の貸付けについて 可

決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ー ● ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

議 案
第106号

工事請負契約の締結について
（平井川排水施設整備工事）

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

議 案
第120号

指定管理者の指定について（栃木
市岩舟農村環境改善センター）

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ー ● ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

陳 情
第３号

健康保険証の廃止をしないよう求
める意見書を政府に送付すること
を求める陳情書

不
採
択
● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ー ○ ● ● ● ● ー ● ● ● ● ● ● ● ○ ●

　栃木県誕生150年を記念して、12月23日に「中学生議会」を開会しました。市内の公立・私立中学校から
14人の生徒が中学生議員として、各自テーマを決め一般質問に登壇し、市執行部に対し質問を行いました。
　市議会本会議さながらの白熱した議論が展開された後、中学生議
員の意見をまとめた「中学生議会宣言」を市長へ提出し閉会となり
ました。
　今回参加いただいた中学生議員をはじめとした多くの若者や市民
の方に、より関心を持って頂けるよう今後とも真摯に議会活動を行っ
てまいります。
※詳しくは、14・15ページをご覧ください。
 （表紙撮影：小太刀・市村委員）

表紙の写真 栃木県誕生150年記念 栃木市中学生議会 開催
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市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め

高
機
能
資
器
材
の
導
入
を
求
め
る

　
常
備
消
防
の
装
備
資
器
材
に
関
し
て
は
、

令
和
元
年
12
月
議
会
に一
般
質
問
し
て
お

り
、
当
時
の
消
防
長
か
ら
は
必
要
と
思
わ

れ
る
資
器
材
に
つ
い
て
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
そ
れ
か
ら
４
年
間
が
経
過
し
、
火
災
、

救
急
、
救
助
の
各
分
野
で
使
用
さ
れ
る
資

器
材
は
日
々
高
性
能
化
が
図
ら
れ
て
い
る

も
の
と
想
定
さ
れ
、
市
民
の
生
命
・
財
産

を
守
る
と
い
う
常
備
消
防
の
使
命
の
完
遂

に
は
、
高
機
能
資
器
材
を
導
入
し
、
万
全

な
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
が
是
非
に
求
め

ら
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
装
備
資
器

材
の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
上
岡
消
防
長

現
場
の
職
員
か
ら
の
意
見
を
取

り
入
れ
、
新
し
い
資
器
材
の
導

入
も
検
討
し
た
い

　
複
雑
・
多
様
化
す
る
災
害
に
的
確
に
対

応
で
き
る
よ
う
災
害
現
場
で
の
消
火
活
動

や
救
助
活
動
を
効
率
的
に
行
う
た
め
の
資

器
材
や
、
隊
員
の
身
を
守
る
装
備
に
つ
い

て
は
、
安
全
に
活
動
が
行
え
る
よ
う
配
備

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
現
在
配
備
さ
れ
て
い
る
資
器
材

に
つ
い
て
は
、
毎
年
の
保
守
点
検
や
整
備

を
十
分
に
行
い
、
使
用
で
き
る
限
り
使
用

し
つ
つ
、
現
場
の
各
小
隊
長
級
の
職
員
か

ら
意
見
を
取
り
入
れ
、
新
し
い
資
器
材
の

導
入
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
栃
木
市
常
備
消
防

〇
恋
人
の
聖
地

広瀬 義明 議員

自民未来

児
童
の
登
下
校
時
の
安
全
確
保
の

た
め
道
路
改
良
の
予
算
の
確
保
を

　
市
道
１
０
２
４
号
線
の
県
道
栃
木
佐
野

線
大
皆
川
町
交
差
点
か
ら
東
北
自
動
車
道

ボ
ッ
ク
ス
ま
で
の
区
間
は
、
道
幅
が
狭
い

こ
と
に
加
え
て
、
大
型
車
の
通
行
も
多
く

な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
道
路
は
、
皆
川
城
東
小
の
通
学
路

で
あ
る
た
め
、
児
童
の
登
下
校
時
に
お
け

る
安
全
確
保
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
一

日
で
も
早
く
道
路
改
良
工
事
を
実
施
す
べ

き
も
の
と
考
え
る
が
、
工
事
費
の
予
算
確

保
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
橋
本
都
市
建
設
部
長

地
元
関
係
者
と
の
合
意
形
成
等

を
進
め
、
早
期
の
事
業
化
に
向

け
て
取
り
組
む

　
こ
の
路
線
は
、
県
道
栃
木
佐
野
線
お
よ

び
栃
木
粕
尾
線
を
結
ぶ
重
要
な
幹
線
道
路

で
あ
る
た
め
、
県
道
栃
木
粕
尾
線
吹
上
町

交
差
点
西
側
か
ら
宮
町
地
内
の
交
差
点
ま

で
の
約
１
３
０
０
ｍ
の
区
間
を
優
先
的
に

整
備
を
実
施
し
、
令
和
５
年
６
月
に
事
業

が
完
了
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
県
道
栃
木
佐
野
線
大
皆
川
町
交
差
点
か

ら
宮
町
地
内
の
交
差
点
ま
で
の
未
整
備
区

間
は
、大
型
車
両
を
含
む
交
通
量
が
多
く
、

一
部
の
区
間
が
通
学
路
で
あ
る
こ
と
か
ら

今
年
度
内
に
改
訂
を
予
定
し
て
い
る
道
路

整
備
基
本
計
画
の
重
要
整
備
路
線
に
位
置

付
け
し
、
継
続
的
に
整
備
を
進
め
る
予
定

と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
令
和
６
年
度

は
、
質
問
の
区
間
も
含
め
、
地
元
関
係
者

と
の
合
意
形
成
や
道
路
計
画
の
調
査
等
を

行
い
、
早
期
の
事
業
化
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

●
令
和
６
年
度
の
予
算
編
成

○�

主
要
地
方
道
栃
木
佐
野
線

の
整
備
の
進
捗
状
況

大谷 好一 議員

自民未来

災害現場などで使用する画像探索機
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皆
で
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
を
実
践
し
て

認
知
症
を
防
ご
う

　
認
知
症
は
社
会
的
課
題
で
あ
り
、
そ
の

予
防
の
重
要
性
は
高
い
と
考
え
る
。

　

本
市
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
認
知

症
患
者
は
、
国
が
発
表
し
て
い
る
推
計

を
当
て
は
め
る
と
、
令
和
６
年
に
は
約

９
４
０
０
人
、
同
22
年
に
は
約
１
万
人
に

な
り
、
約
５
人
に
１
人
が
認
知
症
と
推
計

さ
れ
、
認
知
症
は
要
支
援
・
要
介
護
に
至

る
主
な
原
因
の
一
つ
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
認
知
症
予
防
の
た
め
、
頭
と

体
を
同
時
に
刺
激
で
き
る
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ

の
普
及
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
首
長
保
健
福
祉
部
長

コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
を
取
り
入
れ
た

「
あ
っ
た
か
と
ち
ぎ
体
操
」の
普

及
・
啓
発
に
取
り
組
む

　
運
動
と
認
知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
組
み
合

わ
せ
た
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
は
、
認
知
機
能
の

低
下
を
抑
制
し
、
認
知
症
予
防
に
効
果
が

あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
介

護
予
防
事
業
に
既
に
積
極
的
に
取
り
入

れ
て
い
る
。
ま
た
、
介
護
予
防
教
室
で
も

取
り
入
れ
て
い
る
ほ
か
、
本
市
が
考
案
し

た
高
齢
者
向
け
筋
力
体
操
「
あ
っ
た
か
と

ち
ぎ
体
操
」
で
は
、
６
種
類
の
筋
力
体
操

の
ほ
か
に
、
５
種
類
の
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
を

収
録
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
平
成
30
年
度
に
作
成

し
、
は
つ
ら
つ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
高
齢
者

の
集
い
の
場
で
活
用
い
た
だ
く
よ
う
、
普

及
に
努
め
て
い
る
。

　

な
お
、「
あ
っ
た
か
と
ち
ぎ
体
操
」
の

効
果
を
検
証
す
る
た
め
、
年
１
回
保
健
師

等
の
専
門
職
が
、
体
力
測
定
と
主
観
的
健

康
観
の
測
定
を
行
い
、
個
人
へ
の
助
言
、

指
導
を
実
施
し
て
い
る
。

　
今
後
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
認
知
症

予
防
の
観
点
か
ら
も
、
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
を

取
り
入
れ
た
「
あ
っ
た
か
と
ち
ぎ
体
操
」

の
普
及
・
啓
発
に
取
り
組
む
。

〇�

西
方
城
跡
国
史
跡
指
定
を
目

指
し
て

〇�

真
名
子
ゴ
ル
フ
場
跡
の
環
境

の
保
全
と
施
設
の
安
全
管
理

●�

認
知
症
予
防
体
操
（
コ
グ
ニ

サ
イ
ズ
）
の
普
及
を

針谷 正夫 議員

かがやき

市
長
に
は
責
任
が
伴
う
が
、

判
決
に
対
す
る
反
省
と
謝
罪
は

　
今
年
10
月
18
日
に
、
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ

ア
ム
住
民
訴
訟
控
訴
審
判
決
が
あ
り
、
再

び
住
民
側
の
完
全
勝
訴
と
な
っ
た
。

　
こ
の
判
決
を
受
け
て
市
長
個
人
の
認
識

は
、
今
で
も
市
の
判
断
は
適
正
で
あ
っ
た

と
考
え
て
い
る
か
。
判
決
で
は
、
課
税
免

除
、
使
用
料
免
除
は
違
法
で
あ
る
と
さ
れ

た
が
、
違
法
行
為
を
行
っ
た
こ
と
へ
の
市

民
へ
の
謝
罪
は
な
い
の
か
。

　
ま
た
、
市
の
弁
護
士
費
用
は
あ
ま
り
に

高
額
（
５
５
０
万
円
以
上
）
で
あ
る
が
、

必
要
額
以
上
は
市
民
の
税
金
で
な
く
、
市

長
の
自
己
負
担
で
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
大
川
市
長

市
民
の
皆
様
に
ご
心
配
を
お
か

け
し
た
こ
と
に
つ
い
て
お
わ
び

を
申
し
上
げ
た
い

　
こ
の
た
び
の
東
京
高
等
裁
判
所
の
判
決

に
つ
い
て
は
、
市
と
し
て
、
真
摯
に
受
け

止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
結
果
と
し
て
、
市
が
選
択
し
た

支
援
策
が
裁
判
に
お
い
て
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
こ
と
、
市
民
の
皆
様
に
は
ご
心
配

と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
に
つ
い
て

心
か
ら
お
わ
び
申
し
上
げ
た
い
。

　
弁
護
士
費
用
の
負
担
に
つ
い
て
は
、
行

政
の
長
と
し
て
、
庁
内
に
お
い
て
検
討
を

重
ね
、
議
会
に
も
説
明
し
た
上
で
、
地
域

活
性
化
に
資
す
る
も
の
と
し
て
組
織
的
に

判
断
し
た
こ
と
か
ら
、
訴
訟
等
で
の
公
金

支
出
に
つ
い
て
は
、
市
と
し
て
適
正
な
手

続
き
の
も
と
支
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

個
人
と
し
て
負
担
す
る
も
の
で
は
な
い
と

考
え
て
い
る
。

　
な
お
、
市
民
の
皆
様
に
対
し
て
は
、
議

員
研
究
会
で
説
明
後
、
記
者
会
見
を
開
き

謝
罪
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
さ
ら
に
は
、
広
報
と
ち
ぎ
１
月
号
に
お

い
て
記
事
を
掲
載
す
る
予
定
と
な
っ
て
い

る
。

〇�

技
術
系
職
員
（
土
木
・
建
設
）

の
状
況

●�

サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
高
裁

判
決
を
う
け
て

〇�

栃
木
市
地
区
の
高
等
学
校
再

編

内海 まさかず 議員

創志会
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帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

助
成
制
度
を
導
入
で
き
な
い
か

　
帯
状
疱
疹
は
、中
高
年
に
多
く
発
症
し
、

80
歳
ま
で
に
３
人
に
１
人
が
か
か
る
と
い

う
デ
ー
タ
が
出
て
い
る
。

　
近
年
で
は
若
い
世
代
も
含
め
発
症
者
が

増
加
し
て
お
り
、
重
症
化
し
た
り
後
遺
症

が
残
っ
た
り
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
だ
け
に

市
民
か
ら
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
助
成
を

求
め
る
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
り
帯
状
疱
疹
を
予

防
す
る
こ
と
は
、
医
療
費
抑
制
に
も
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
る
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

助
成
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
市
の
考
え
を

伺
う
。

答
弁
首
長
保
健
福
祉
部
長

４
月
か
ら
50
歳
以
上
を
対
象
に

助
成
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る

　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、
高

額
で
あ
る
た
め
、
重
症
化
予
防
の
観
点
か

ら
予
防
接
種
を
希
望
す
る
市
民
か
ら
助
成

を
求
め
る
意
見
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
県

内
で
も
助
成
を
行
う
市
町
が
多
く
な
っ
て

い
る
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
予
防
接
種
の
重
要

性
を
考
慮
し
、
来
年
４
月
か
ら
50
歳
以
上

を
対
象
に
、
水
痘
生
ワ
ク
チ
ン
１
回
、
ま

た
は
帯
状
疱
疹
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
２
回
の

い
ず
れ
か
を
生
涯
一
度
限
り
助
成
す
る
こ

と
を
考
え
て
い
る
。
助
成
額
は
、
水
痘
生

ワ
ク
チ
ン
の
場
合
は
４
千
円
、
帯
状
疱
疹

不
活
化
ワ
ク
チ
ン
の
場
合
は
１
回
当
た
り

１
万
円
の
合
計
２
万
円
を
予
定
し
て
い
る
。

　
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
で
、
よ
り

安
心
し
て
健
康
な
毎
日
を
過
ご
し
て
い
た

だ
け
る
と
考
え
て
い
る
。

●�

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種

へ
の
助
成

〇
こ
ど
も
食
堂

〇�

公
共
施
設
の
効
果
的
な
利

活
用

小久保 かおる 議員

公明党議員会

住
民
と
の
対
立
を
作
っ
た
責
任

は
市
長
に
あ
り
、
市
民
に
は
な
い

　
高
等
裁
判
所
の
判
決
後
、
11
月
２
日
の

議
員
研
究
会
で
市
長
か
ら
説
明
を
受
け

た
。「
住
民
と
の
対
立
を
早
く
解
消
す
る

た
め
に
上
告
し
な
い
」
と
の
こ
と
だ
が
、

原
因
を
つ
く
っ
た
の
は
市
長
で
あ
る
。

　
「
住
民
と
の
対
立
を
早
く
解
消
す
る
」

と
い
う
言
葉
の
意
味
と
日
本
理
化
工
業
と

の
ス
タ
ジ
ア
ム
の
固
定
資
産
税
、
使
用
料

の
納
付
に
向
け
た
協
議
と
は
何
を
意
味
す

る
の
か
。

　
ま
た
、
今
後
の
支
援
策
等
に
つ
い
て
も

関
係
者
と
慎
重
に
話
し
合
い
を
す
る
と
は

ど
う
い
う
こ
と
か
。
さ
ら
に
、
会
社
と
の

「
覚
書
」
は
当
然
無
効
に
な
る
と
考
え
る

が
、
今
後
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
大
川
市
長

市
民
が
一
体
と
な
っ
て
応
援
す
る

状
況
を
早
く
つ
く
っ
て
い
き
た
い

　
11
月
１
日
の
臨
時
庁
議
で
は
、
高
裁
判

決
を
受
け
、
市
民
へ
の
影
響
や
住
民
訴
訟

で
あ
る
こ
と
等
さ
ま
ざ
ま
な
協
議
が
な
さ

れ
、
最
終
的
に
上
告
を
断
念
す
る
こ
と
に

決
定
し
た
。

　
「
住
民
と
の
対
立
を
早
く
解
消
す
る
」

の
意
味
に
つ
い
て
は
、
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム

へ
の
支
援
に
関
す
る
意
見
の
相
違
が
長
引

く
こ
と
は
、
好
ま
し
く
な
い
と
申
し
上
げ

た
と
お
り
、
市
民
が
一
体
と
な
っ
て
応
援

す
る
状
況
を
早
く
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
会
社
と
固
定
資
産
税
お
よ
び
使
用
料
の

納
付
に
向
け
た
協
議
に
つ
い
て
は
、
裁
判

の
結
果
に
つ
い
て
説
明
し
、
納
付
に
向
け

た
手
続
き
を
進
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

　
関
係
者
と
慎
重
に
話
し
合
い
を
す
る
に

つ
い
て
は
、
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
に
対
す
る

支
援
策
を
議
会
や
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
に
納

得
い
た
だ
け
る
よ
う
丁
寧
に
協
議
を
重
ね

て
い
く
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。

　
覚
書
に
つ
い
て
は
、
内
容
の
見
直
し
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

●�

サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
高

等
裁
判
所
判
決

〇�

株
式
会
社
観
光
農
園
い
わ

ふ
ね

針谷 育造 議員

創志会
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子
ど
も
へ
の
フ
ッ
化
物
塗
布
を

再
開
す
る
考
え
は

　
幼
児
期
の
歯
の
健
康
に
つ
い
て
は
保
護

者
の
関
心
も
高
く
、
虫
歯
の
あ
る
３
歳
児

の
割
合
は
年
々
減
少
し
て
い
る
。

　
市
で
は
子
ど
も
た
ち
の
歯
の
健
康
の
た

め
に
フ
ッ
化
物
の
集
団
塗
布
を
行
っ
て
き

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
リ
ス
ク
を
考
慮
し
、
現
在
は
中
断
し

て
い
る
と
伺
っ
て
い
る
。

　
永
久
歯
へ
の
生
え
変
わ
り
時
期
の
フ
ッ

化
物
の
塗
布
も
推
奨
さ
れ
て
い
る
が
、
今

後
の
市
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁
首
長
保
健
福
祉
部
長

来
年
度
か
ら
年
長
児
を
対
象
に

来
院
型
の
フ
ッ
化
物
塗
布
事
業

を
実
施
す
る

　
フ
ッ
化
物
塗
布
に
つ
い
て
は
、
年
長
児

や
小
学
１
年
生
を
対
象
に
体
育
館
等
で
集

団
で
行
っ
て
き
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
安
全
性
を
考
慮
し
、
令
和
２
年
度
か
ら

中
断
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
集
団
方
式
で
は
、
日
程
の

都
合
が
つ
か
な
い
等
の
理
由
か
ら
受
診
率

が
低
下
し
て
い
た
こ
と
や
感
染
症
予
防
の

観
点
か
ら
事
業
の
見
直
し
が
課
題
と
な
っ

て
い
た
た
め
、
下
都
賀
歯
科
医
師
会
と
協

議
を
重
ね
、
来
年
度
か
ら
永
久
歯
の
生
え

始
め
る
年
長
児
を
対
象
に
栃
木
県
内
で
初

め
て
歯
科
診
療
所
へ
の
来
院
型
の
フ
ッ
化

物
塗
布
事
業
を
実
施
す
る
。

　
来
院
型
で
の
フ
ッ
化
物
塗
布
は
、
集
団

感
染
の
リ
ス
ク
を
な
く
す
と
と
も
に
、
受

診
日
時
の
選
択
が
で
き
る
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
た
め
、
受
診
率
向
上
も
図
れ
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

〇
高
齢
者
の
生
活
の
足

〇
消
防
・
救
急

●�

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
子
ど

も
の
健
康

雨宮 茂樹 議員

公明党議員会

介
護
従
事
者
の
負
担
軽
減
と

人
材
確
保
を

　
今
後
増
加
し
て
い
く
と
み
ら
れ
る
要
介

護
者
を
支
え
る
介
護
従
事
者
の
人
手
不
足

へ
の
対
応
と
し
て
、
本
市
で
は
人
材
不
足

解
消
に
向
け
た
栃
木
市
生
活
サ
ポ
ー
タ
ー

（
あ
っ
た
か
い
ご
員
）
養
成
講
座
研
修
を

開
催
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を
展
開
し
て

き
た
。
さ
ら
な
る
介
護
従
事
者
の
負
担
軽

減
、
人
材
の
確
保
や
業
務
効
率
化
の
観
点

か
ら
ロ
ボ
ッ
ト
機
器
等
を
活
用
し
た
今
後

の
介
護
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
全
般
の
推
進
に
つ
い

て
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁
首
長
保
健
福
祉
部
長

Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
支
援
・
介
護
ロ
ボ
ッ

ト
導
入
支
援
制
度
の
普
及
促
進

に
努
め
て
い
く

　
国
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
報
告
書
に
よ
る
と
介

護
ソ
フ
ト
の
導
入
に
よ
り
記
録
等
の
間
接

業
務
時
間
が
削
減
さ
れ
、
直
接
介
護
等
に

充
て
る
時
間
の
増
加
お
よ
び
職
員
間
の
情

報
共
有
が
円
滑
に
な
る
等
の
効
果
、
介
助

機
器
等
の
活
用
に
よ
り
介
護
職
員
の
身
体

的
負
担
の
軽
減
や
安
定
し
た
動
作
に
よ
る

対
応
が
可
能
と
な
り
、
介
護
者
ば
か
り
で

な
く
介
護
を
受
け
る
方
も
心
身
ス
ト
レ
ス

が
軽
減
さ
れ
、
自
ら
の
活
動
意
欲
が
増
す

な
ど
の
効
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
に
要
す
る
費
用
が
高
額
で
あ
る
な
ど

の
課
題
も
あ
る
。

　

省
力
化
で
き
る
部
分
は
大
胆
に
改
革

し
、
そ
の
ゆ
と
り
を
人
で
し
か
で
き
な
い

部
分
に
充
て
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
た

め
、
今
後
に
お
い
て
も
、
介
護
従
事
者
の

身
体
的
負
担
の
軽
減
や
業
務
の
効
率
化
な

ど
を
進
め
る
た
め
、
県
と
連
携
し
Ｉ
Ｃ
Ｔ

導
入
支
援
お
よ
び
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
支

援
制
度
の
普
及
促
進
に
努
め
て
い
く
。

〇
学
校
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

●
介
護
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

小太刀 孝之 議員

創政会
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不
法
投
棄
に
対
す
る
監
視
体
制
の

強
化
等
、
対
応
策
に
つ
い
て
伺
う

　

市
で
は
不
法
投
棄
防
止
の
た
め
に
指

導
・
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
早
期

発
見
や
未
然
予
防
の
た
め
に
、
監
視
パ
ト

ロ
ー
ル
の
実
施
や
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
も

行
っ
て
い
る
が
、
新
た
な
不
法
投
棄
が
発

覚
す
る
な
ど
、撲
滅
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　
不
法
投
棄
の
予
防
に
対
し
て
は
、
発
見

時
の
初
期
対
応
が
重
要
で
あ
り
、
不
法
投

棄
監
視
員
の
在
り
方
や
監
視
体
制
の
強
化

が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
対
応
を
伺

う
。答

弁
大
豆
生
田
生
活
環
境
部
長

不
法
投
棄
の
早
期
発
見
、
早
期

対
応
で
未
然
防
止
に
努
め
て
い
く

　
本
市
で
は
不
法
投
棄
の
防
止
の
た
め
の

初
期
対
応
と
し
て
不
法
投
棄
監
視
員
を
配

置
し
、
２
人
１
組
の
３
班
体
制
で
各
地
域

を
巡
回
し
、
不
法
投
棄
の
監
視
を
行
っ
て

い
る
。

　
不
法
投
棄
の
回
収
件
数
は
減
少
傾
向
に

あ
る
が
、
こ
の
状
況
を
継
続
し
て
い
く
た

め
に
は
、
不
法
投
棄
の
早
期
発
見
、
早
期

対
応
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

引
き
続
き
現
行
の
監
視
体
制
を
維
持
し
、

不
法
投
棄
を
未
然
に
防
ぐ
よ
う
努
め
て
い

く
。

　
ま
た
、
不
法
投
棄
防
止
に
は
、
不
法
投

棄
は
許
さ
な
い
と
い
う
地
域
の
目
も
重
要

で
あ
り
、
行
為
者
を
特
定
で
き
れ
ば
、
行

為
者
に
対
し
撤
去
す
る
よ
う
指
導
す
る
こ

と
も
可
能
な
た
め
、
不
法
投
棄
を
目
撃
し

た
際
の
通
報
等
の
協
力
に
つ
い
て
市
民
へ

の
広
報
に
も
努
め
て
い
く
。

●
不
法
投
棄

○
空
き
家
対
策

青木 一男 議員

自民未来

新
年
度
予
算
の

目
玉
事
業
に
つ
い
て
伺
う

　
令
和
６
年
度
予
算
は
、
第
２
次
栃
木
市

総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
て
２
年
目
と
な

る
こ
と
に
あ
わ
せ
て
、
市
長
の
任
期
の
折

り
返
し
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
選
挙
公
約

で
あ
る
「
と
ち
ぎ
未
来
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
Ⅱ
」
の
実
現
も
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
そ
こ
で
、
令
和
６
年
度
予
算
で
は
、
市

長
の
選
挙
公
約
が
ど
の
よ
う
に
反
映
さ

れ
、
目
玉
事
業
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
の
か
、
具
体
的
な
重
点
施
策
に
つ
い
て

伺
う
。

答
弁
大
川
市
長

誰
も
が
幸
せ
を
実
感
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

　
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
た
10
の
約
束
を

着
実
に
進
め
る
こ
と
で
、
目
指
す
「
強
く

優
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
が
実
現
す
る
も
の

と
考
え
て
お
り
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
に
、
雨
水
・
浸
水
対
策

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
安
心
し

て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
に
、
妊
娠
出
産
包
括
支

援
事
業
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
現
在
、
実
施
を
控
え
て
い
た
各
種
大
型

事
業
を
開
始
し
て
お
り
、
具
体
的
な
重
点

施
策
の
事
業
や
費
用
に
つ
い
て
は
今
後
決

定
す
る
が
、
定
住
環
境
の
整
備
、
治
水
対

策
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、

脱
炭
素
化
や
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
、
乳
幼

児
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
も
が
幸
せ
を
実
感

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

　
令
和
６
年
度
に
お
い
て
も
、
昨
年
に
引

き
続
い
て
大
型
予
算
に
な
る
見
込
み
で
あ

る
の
で
、
真
に
必
要
な
事
業
に
経
営
資
源

を
集
中
し
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
推

進
し
て
い
く
。

●
令
和
６
年
度
予
算
編
成
方
針

浅野 貴之 議員

かがやき
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市
は
財
政
改
革
を
本
気
で
行
う

覚
悟
が
ど
れ
ほ
ど
あ
る
の
か

　
大
川
市
政
も
２
期
目
の
折
り
返
し
を
過

ぎ
た
。
市
長
に
は
、
市
民
に
対
し
て
、
具

体
的
で
分
か
り
や
す
く
、
誰
も
が
と
き
め

く
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
て
ほ
し

い
。
そ
れ
は
市
長
の
大
切
な
責
務
の
ひ
と

つ
で
あ
る
。

　
市
は
長
期
的
な
視
野
に
立
っ
て
、
財
政

力
指
数
を
段
階
的
に
上
げ
て
健
全
な
財
政

運
営
を
行
う
べ
き
で
あ
る
が
、
栃
木
市
の

財
政
力
指
数
が
県
内
の
市
町
中
14
番
目
で

あ
る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
て
い

る
の
か
。

答
弁
大
川
市
長

税
収
を
増
や
す
な
ど
自
主
財
源

の
確
保
に
努
め
て
い
く

　
財
政
力
指
数
は
、
地
方
公
共
団
体
の
財

政
力
を
示
す
指
数
で
、
普
通
交
付
税
の
算

定
で
用
い
る
基
準
財
政
収
入
額
を
基
準
財

政
需
要
額
で
除
し
て
得
た
数
値
の
過
去
3

年
間
の
平
均
値
と
な
る
。

　
総
務
省
が
公
表
し
て
い
る
財
政
力
指
数

の
推
移
を
み
る
と
、
市
町
村
の
全
国
平
均

は
、
令
和
元
年
度
と
令
和
2
年
度
が
０
・

51
、令
和
3
年
度
が
０・50
と
な
っ
て
い
る
。

　
本
市
の
財
政
力
指
数
に
つ
い
て
は
、
令

和
5
年
度
が
０・
６
９
８
と
な
っ
て
お
り
、

県
内
25
市
町
の
中
で
は
12
番
目
、
令
和
5

年
単
年
度
の
財
政
力
指
数
は
０・
７
０
７

で
、
14
番
目
と
な
る
。

　
財
政
力
指
数
が
高
い
ほ
ど
、
普
通
交
付

税
算
定
上
の
留
保
財
源
が
大
き
い
こ
と
に

な
り
、
財
源
に
余
裕
が
あ
る
と
い
え
る
こ

と
か
ら
、
財
政
力
を
上
げ
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
健
全
な
財
政

運
営
を
行
え
る
よ
う
、
税
収
を
増
や
す
な

ど
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

〇
産
業
振
興

〇
公
共
交
通

●
財
政

市村 隆 議員

真政クラブ

第
三
者
を
入
れ
て
、
し
っ
か
り
と

検
証
し
、
教
訓
を
導
き
出
せ

　

サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
訴
訟
に
つ
い

て
、
判
決
文
で
は
「
判
断
の
前
提
と
な
っ

た
事
情
に
事
実
的
基
礎
が
あ
り
、
そ
の
判

断
が
社
会
通
念
に
照
ら
し
て
合
理
性
を

有
す
る
も
の
と
直
ち
に
認
め
る
こ
と
は
困

難
」
と
し
、「
見
込
み
等
を
慎
重
に
考
慮

し
て
免
除
を
決
定
し
た
の
か
不
明
」、「
判

断
に
至
る
過
程
が
適
切
な
も
の
で
あ
っ
た

か
判
然
と
し
な
い
」
な
ど
と
指
摘
し
て
い

る
。

　
免
除
決
定
の
過
程
に
お
い
て
何
が
問
題

だ
っ
た
の
か
、
第
三
者
を
入
れ
て
し
っ
か

り
と
検
証
し
、
教
訓
を
導
き
出
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

答
弁
大
川
市
長

判
決
で
判
断
が
示
さ
れ
た
市
長
の

裁
量
の
範
囲
に
つ
い
て
、
既
に
内

部
で
検
証
を
開
始
し
て
い
る

　
今
回
の
事
案
に
つ
い
て
、
検
証
す
る
こ

と
は
大
切
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
裁
判
に
お
い
て
は
、
市
長
の
裁
量
の
範

囲
が
争
点
と
な
り
、
判
決
で
判
断
が
示
さ

れ
た
が
、
事
案
の
性
質
上
、
内
部
に
お
い

て
検
証
す
る
こ
と
が
十
分
可
能
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
既
に
検
証
を
開

始
し
て
い
る
。

　
な
お
、
検
証
が
済
み
次
第
、
議
員
や
市

民
に
報
告
す
る
。

●
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
訴
訟

〇
学
校
統
合

白石 幹男 議員

無会派

岩舟総合運動公園にあるサッカースタジアム
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こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
の
実
現
に

向
け
て
の
取
り
組
み

　
栃
木
市
版
の「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」

の
実
現
に
向
け
て
、
令
和
６
年
度
に
「
こ

ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
の
新
設
が
予
定
さ

れ
て
お
り
、
同
セ
ン
タ
ー
は
、
複
数
の
部

や
課
に
ま
た
が
る
３
つ
の
係
が
統
合
さ
れ

設
置
さ
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
組
織
変
更
に
向
け
て
、
庁
内

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
で
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が

進
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
が
、「
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
」
の
施
策
に
つ
い
て
、
既

存
施
策
か
ら
の
変
更
点
や
新
し
い
施
策
へ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
小
川
こ
ど
も
未
来
部
長

こ
れ
ま
で
の
事
業
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
し
、
切
れ
目
の
な
い
支

援
を
行
い
た
い

　

各
課
が
行
っ
て
き
た
施
策
は
、
今
後
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
継
続
、
ま
た
は
拡
充
し

て
い
く
こ
と
で
調
整
を
進
め
て
お
り
、
同

セ
ン
タ
ー
の
設
置
目
的
は
、
全
て
の
妊
産

婦
、
こ
ど
も
、
子
育
て
家
庭
の
包
括
的
な

相
談
支
援
の
強
化
で
あ
る
の
で
、
こ
ど
も

な
ん
で
も
相
談
窓
口
の
設
置
お
よ
び
３
係

が
１
つ
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
妊
娠
前
か

ら
こ
ど
も
が
自
立
す
る
ま
で
の
相
談
に
、

切
れ
目
な
く
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

く
。

　
新
し
い
施
策
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

の
母
子
保
健
や
児
童
福
祉
で
担
っ
て
き

た
事
業
を
一
つ
一
つ
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

し
、
妊
娠
前
の
段
階
か
ら
心
身
の
健
康
づ

く
り
の
支
援
お
よ
び
こ
ど
も
の
育
ち
の
支

援
ま
で
切
れ
目
な
く
つ
な
が
る
よ
う
充
実

さ
せ
て
い
き
た
い
。

○�

栃
木
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と

サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
訴
訟

●�

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
及
び

こ
ど
も
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

小平 啓佑 議員

自民未来

都
賀
地
域
初
の
産
業
団
地
と
し
て

雇
用
の
創
出
を
！

　
平
川
産
業
団
地
整
備
事
業
の
計
画
地
区

は
、
４
車
線
化
が
進
む
都
市
計
画
道
路

小
山
栃
木
都
賀
線
沿
線
の
非
常
に
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
の
高
い
地
区
で
あ
る
。

　
こ
の
産
業
団
地
の
整
備
計
画
は
、
地
区

内
の
既
存
住
宅
の
住
環
境
を
保
全
し
つ

つ
、
良
好
な
操
業
環
境
を
備
え
た
産
業
用

地
を
整
備
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
市
の
課

題
で
あ
る
定
住
人
口
の
維
持
お
よ
び
雇
用

の
創
出
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し

て
、
ま
た
、
都
賀
地
域
に
と
っ
て
は
初
め

て
整
備
さ
れ
る
産
業
団
地
と
し
て
大
い
に

期
待
し
て
い
る
。

　
今
後
の
事
業
の
進
め
方
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
橋
本
都
市
建
設
部
長

可
能
な
限
り
早
期
に

整
備
を
完
了
し
、

企
業
の
誘
致
に
努
め
た
い

　
今
後
は
、
地
区
内
の
住
宅
や
事
業
所
等

の
物
件
移
転
を
進
め
る
と
と
も
に
、
令
和

９
年
度
ま
で
区
画
道
路
や
調
整
池
な
ど
公

共
施
設
の
整
備
を
行
い
、
令
和
10
年
度
に

換
地
処
分
お
よ
び
登
記
を
行
う
予
定
で
あ

る
が
、
で
き
る
限
り
早
期
の
完
了
を
目
指

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
分
譲
の
時
期
は
、
令
和
11
年
度

か
ら
予
定
を
し
て
い
る
が
、
企
業
か
ら
の

問
い
合
わ
せ
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

近
隣
市
町
の
産
業
団
地
の
開
発
も
進
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
、
可
能
な
限
り
時
期
を
早

め
、
企
業
の
誘
致
に
努
め
て
い
き
た
い
。

〇�

栃
木
市
立
小
中
学
校
適
正

配
置
基
本
構
想

●
平
川
産
業
団
地

氏家 晃 議員

自民未来
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一般質問の詳しい内容は Q R コードからアクセス

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
に
合
わ
せ
、

栃
木
市
の
Ｐ
Ｒ
を
進
め
よ
う
！

　

２
０
２
５
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
が

「
べ
ら
ぼ
う
～
蔦
重
栄
華
乃
夢
噺
（
つ
た

じ
ゅ
う
え
い
が
の
ゆ
め
ば
な
し
）
～
」
に

決
定
し
た
。

　
主
人
公
の
蔦
屋
重
三
郎
（
つ
た
や
じ
ゅ

う
ざ
ぶ
ろ
う
）
は
、
版
元
で
あ
り
、
歌
麿

や
写
楽
、
北
斎
を
見
出
し
た
「
江
戸
の
メ

デ
ィ
ア
王
」
と
言
わ
れ
、
栃
木
市
に
ゆ
か

り
の
あ
る
浮
世
絵
師 

喜
多
川
歌
麿
と
密

接
な
関
わ
り
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
喜
多
川
歌
麿
に
力
を
入
れ
て
い
る
栃
木

市
に
と
っ
て
、
こ
の
大
河
ド
ラ
マ
の
放

映
は
観
光
振
興
の
大
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
る

が
、
見
解
を
伺
う
。

答
弁
石
川
地
域
振
興
部
長

こ
の
機
会
を

最
大
の
Ｐ
Ｒ
チ
ャ
ン
ス
と

期
待
し
て
い
る

　
本
年
４
月
、
２
０
２
５
年
の
大
河
ド
ラ

マ
の
主
人
公
が
江
戸
時
代
の
版
元
で
あ
る

蔦
屋
重
三
郎
で
あ
る
と
発
表
さ
れ
た
。

　
蔦
屋
重
三
郎
は
、
江
戸
の
メ
デ
ィ
ア
王

と
称
さ
れ
、
栃
木
市
ゆ
か
り
の
喜
多
川
歌

麿
を
見
出
し
た
人
物
で
あ
り
、
歌
麿
も
ド

ラ
マ
の
主
要
な
登
場
人
物
と
し
て
発
表
さ

れ
て
い
る
。

　
本
市
と
し
て
は
、
歌
麿
ゆ
か
り
の
地
と

し
て
に
ぎ
わ
い
の
創
出
を
図
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
機
会
を
最
大
の
Ｐ
Ｒ
チ
ャ

ン
ス
と
期
待
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
大
河
ド
ラ
マ
と
コ
ラ
ボ
し
た

の
ぼ
り
旗
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
展

示
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
お
土
産
に
ド
ラ
マ

の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
使
用
す
る
こ
と
な
ど
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
情
報
収
集
し
な
が
ら
、
具
体

的
な
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

●�

必
要
だ
よ
ね
!?
文
化
・
芸

術
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
っ
て
!!

〇�

教
え
て
！
旧
栃
木
警
察
署

跡
地
の
今
後
の
方
針

大浦 兼政 議員

自民未来

駐日ドイツ連邦共和国大使講演会

　10月17日に、駐日ドイツ連邦共和国大使講演会が開催され、「ドイツと日本：良きパートナーとして」
を演題に駐日ドイツ連邦共和国大使であるDr.クレーメンス・フォン・ゲッツェ氏にご講演いただきま
した。
　大使からは日本とドイツの関係等についてご講演いただき、講演の中では「両国の関係はかつてな
いほど良好である。」とのお話がありました。
　また、「留学の活発化など次世代の交流に期待する。ぜひドイツを訪れ、栃木とミュンヘンのビール
祭り「オクトーバーフェスト」を比べてほしい。」とも述べられました。
　講演後には、議員からの質問にもお答えいただき、大変貴重なお話を伺うことができました。

ドイツ大使に質問する議員 議場で講演するドイツ大使
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12月定例会で扱った陳情（意見陳述）

委員会活動報告（広報委員会）

　広報委員会では、市民の皆さまにより分かりやすい広報紙をお届けするために紙面編集についての
勉強会を12月1日に実施しました。勉強会では、他市の先進的な広報紙を参考とし今後の企画やペー
ジレイアウト等について話し合いました。
　本ページでは、勉強会で委員が検討し、今号から変更となった点を
ご紹介します。
　●QRコードのリンク先が変わりました。
　 　これまで動画配信サイトのトップページにアクセスしていたリンク

先が各議員の動画ページごとに変更になりました。
　●あとがき執筆委員の写真を掲載しています。
　 　議会だよりをさらに身近に感じていただくために執筆委員の顔写真を掲載することといたしまし

た。（今号は雨宮委員長があとがきを担当しています。）

　このほか、今期の広報委員会ではオンライン会議の試験的実施等に
も積極的に取り組んでまいりました。
　より多くの市民の皆さまにご愛読いただけるようこれからも委員一
同取り組んでまいりますので、今後ともどうぞよろしくお願いいたし
ます。

陳情①　健康保険証の廃止をしないよう求める意見書を政府に送付することを求める陳情書
陳情②　 国の2024年度介護保険制度改正にあたり現在審議会で進めている介護保険制度改正案の

抜本的な見直しを求める意見書の提出を栃木市議会に要請する陳情
陳情③　 高齢者介護や障害福祉を支える職員の処遇改善のために、介護報酬と障害福祉サービス等

報酬の引き上げを求める陳情

　12月定例会に提出された3つの陳情は、民生常任委員会において審査を行いました。
　委員会の審査では、陳情①については「個人情報が誤って入力される等、さまざまな課題があり、
陳情者の心情は理解できるが、行政手続きのデジタル化を推進する流れの中で、マイナ保険証の導入
は必要である。」等の意見があり、不採択とすべきものとなりました。
　陳情②については、「介護現場は疲弊しており、またサービス利用料を利用者の年金のみでは賄えず、
家族が生活費から補填する状況は、まさに保険あって介護なしである。そうした状況を国に改善して
もらうために、地方議会から声を上げることは重要である。」等の意見があり、全会一致で採択すべき
ものとなりました。
　陳情③については、「介護、障害福祉施設で働く職員の地位向上には賛成であり、産業別に見ても著
しく賃金が低い現在の状況は異常であると言わざるを得ない。普通に働けば普通に暮らせる社会は、
労働者にとっても生活者にとっても大切であり、この業界の賃上げを目指す声をあげていくのは、大
変重要である。」との意見があり、全会一致で採択すべきものとなりました。
　また、定例会最終日の本会議においても陳情①については「不採
択」、陳情②および陳情③については「採択」となりました。

※陳情の採決結果等については2・3ページをご覧ください。

審査にあたっ
ては、陳情者
からの意見聴
取も行ったよ。
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議会報告会（意見交換会）

　本年度は議会報告会（意見交換会）を11月に実施しました。
　議会報告は書面や動画等のさまざまな方法により発信し、市民の皆さまからアンケート等によりご
意見を伺いました。また、意見交換会は「人口減少社会におけるまちづくり」をテーマに、未来の栃
木市を支えていく若者世代の意見を聞くため、高校生を対象に開催しました。
　今号では、高校生との意見交換会の様子や高校生からいただいた意見の一部を紹介します。

高校生からの意見
▶20年後の将来像 ▶基本方針に沿った具体策 
　・子育てのしやすいまち 　（行政）・高齢者と若者の関わる場をつくる
　・障がい者にもやさしいまち 　　　　・交流スペースの設置
　・老人の住みやすいまち 　　　　・ピクトグラムを増やす
　・国際交流ができるまち 　（市民）・関心を持つ　・偏見を持たない

　・自然豊かなまち 　（行政）・植樹　・ごみ箱の設置　・公園の整備
　・まちの美化 　（市民）・募金　・定期的なごみ拾い

　・働く場所が充実しているまち 　（行政）　空き店舗と新規事業者のマッチングを
　・大きな商業施設があるまち 　　　　　サポートする
　・やりたい仕事を選べる栃木市 　（市民）　市民もアイディアを出す

高校生との意見交換会
●参加者　　　
・市内各高等学校の生徒（栃木高等学校、栃木女子高等学校、
　栃木翔南高等学校、学悠館高等学校、栃木農業高等学校、
　栃木工業高等学校、栃木商業高等学校、國學院大學栃木高等学校）
　※栃木翔南高等学校はインフルエンザの流行により中止
・栃木市議会全議員（４組の班を編成し、１班につき２校を訪問）
●テーマ
「人口が減っても住みやすいまちってどんなまち？～総合計画をつくってみよう～」
　① 20年後の栃木市の将来像をふせん紙に思いつくかぎり記入していきます。
　② ふせん紙を模造紙に整理し、将来都市像とまちづくりの基本方針を決めます。
　③ 議員も交えて議論を行い、基本方針に沿った具体策を決めます。また、具体策は
　　 行政・市民それぞれの立場で何ができるかという視点を持って検討します。

みんなからの意見をまとめた提言書を市長に提出
するよ。詳しくは、次号で紹介するね。
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中学生議会の概要

参加しての感想 提案が実現します

中学生議会開催に向けて

中学生議会宣言

　12月23日に栃木県誕生150年を記念して栃木県議会発祥の地である栃木市において、中学生の自由
な発想をまちづくりに活かすとともに、中学生が主体的に行政課題に関わる機会を創出し、主権者とし
て社会に参画していく意欲の向上に寄与することを目的に中学生議会が開催されました。
　市内の公立・私立中学校14校から各校1人の生徒が中学生議員として参加し、2回の勉強会を通して、
議員のアドバイス等を受けながら、自ら一般質問を作成しました。
　中学生議会当日も市長や部長等に対して、市の現状を質し、今後の市の施策を提案するなど中学生な
らではの視点から一般質問を行いました。

　議長を務めていただいた2人に感想を聞きま
した。
・大森�慶輝�議員（前半議長）
（一般質問を行った感想）本番前は緊張したが、
本番では再質問もでき、良くできたのではない
かと思う。無事に終わって安心した。
・片柳�優衣�議員（後半議長）
（議長を務めた感想）普段使わない言い回しなど
もあり、大変な部分もあったがサポートもあっ
たため、楽しく取り組むことができた。

　インフルエンザワクチン接種への助成に関す
る質問を受けて、制度を拡充する方針が示され
ました。
（内容）市では現在、重症化しやすい生後6か月
から小学2年生までを対象に行っている接種費
用の一部助成を小学6年生
まで拡大することを検討し
ていたが、今回の提案を受
け来年度から中学3年生ま
での助成を行うこととする。

　中学生議会開催に向けて2回の勉強会（10月29日・12月16
日）を開催し、中学生議員は市議会の役割や一般質問について
説明を受け、議長の選出や登壇順の決定、発言通告書の作成な
ど中学生議会開催に向けた準備を行いました。
　勉強会には各会派から選出された市議会議員も参加し、一般
質問の作成への助言など中学生議員のサポートを行いました。
　また、中学生議員全員協議会を開催し、中学生議会宣言（案）
を作成しました。

　これからの栃木市をより住みやすいまちにす
るために自ら行動していく決意を中学生議会宣
言としてまとめ、市長に手渡しました。

勉強会の様子

中学生議会宣言を市長に手渡す名倉議員

中学生議員は、中学生議員バッジをつけて
議会に臨みました。

中学生議会の様子や中学生
議会宣言の内容はインター
ネットでも確認できるよ。
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中学生議会を開催しました

寺尾中学校　日里�優姫�議員
・ 現状の学区制のルールと学区の違

う中学校に通う生徒について
・ 小規模特認校の積極的案内につい

て

藤岡中学校　大𣘺�來夢�議員
・ 通学路の除草について
・ 歩道の整備状況と整備計画につい

て

都賀中学校　田嶌�玲衣�議員
・ 熱中症を防ぐ取組について

栃木東中学校　平野�雅大�議員
・ ふれあいバスの通学利用を視野に

入れた運行と後期高齢者利用無料
化について

・ 蔵タクの利用方法について

西方中学校　和賀井�悠生�議員
・ 市内外の人が集まるための対策に

ついて
・ 運動公園を活用したマルシェ（小

さな市場）の開催について

大平南中学校　髙窪�萌衣�議員
・ ラーケーションの日の実施につい

て
・ オンライン授業の実施について

東陽中学校　名倉�智也�議員
・ 伝統行事の課題について
・ 伝統行事の復興と市の関わりにつ

いて

皆川中学校　大竹�塔子�議員
・ 人口増減数の状況について
・ 人口を増やすための取組について

國學院大學栃木中学校
　　　　　　大森�慶輝�議員
・ 蔵の活用について
・ 新しく店を構える人への補助金に

ついて

吹上中学校　髙久�実穂�議員
・ スーパーの誘致について
・ 買い物弱者への対応について

栃木南中学校　荒川�七海�議員
・ 図書館の学習スペースについて
・ 図書館の飲食スペースについて

大平中学校　上岡�南妃�議員
・ タブレットの活用について
・ 社会に出たときに必要となる教育

の導入について

岩舟中学校　中新井�美莉愛�議員
・ インフルエンザによる学校閉鎖、学

級閉鎖に対する市長の考えについて
・ インフルエンザワクチンを無料に

することについて

栃木西中学校　片柳�優衣�議員
・ ゴミ処理場で発生する熱を利用し

た市民プールの建設について
・ 公園以外の安全なウォーキング

コースの建設について
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12
月
定
例
会
で
は
15
人
の
議
員
が
登

壇
し
、
来
年
度
の
予
算
編
成
や
市
政
全

般
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

特
集
で
は
議
会
報
告
会
の
一
環
と
し

て
市
内
の
高
校
を
訪
問
し
て
行
っ
た
意

見
交
換
会
の
様
子
や
、
栃
木
県
誕
生

１
５
０
年
記
念
事
業
と
し
て
行
っ
た
中

学
生
議
会
の
様
子
を
掲
載
し
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
も
開
か
れ
た
議
会
活
動
を
皆
さ

ま
に
お
伝
え
で
き
る
よ
う
、
見
や
す
い

紙
面
づ
く
り
を
心
掛
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
輝

か
し
い
一
年
と

な
り
ま
す
よ
う
、

心
か
ら
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。
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目の不自由な方のために、市内の朗読ボランティアが議会だよりの音声テープを作成しておりますので、ご入用の方はお気軽
に議会事務局までお問い合わせください。　〈TEL：0282-21-2505〉

　議会だよりの紙面を充実させるため、アンケートにご協力をいただいている「議会広報
紙モニター」にインタビューするコーナーです。 （今回のインタビュアー：坂東委員）

Ｑ：モニターをやってみて思ったことは

Ａ�：モニターになってからは、分からない言葉や単語など調べるようにな
りました。どんどんと興味が深まりました。
Ｑ：議会のイメージは

Ａ�：最初は、難しく堅いイメージでした。
しかし、議会だよりを読んでいると、身近で起こっている問題であった
り、知らなかったことなどとても勉強になりました。
Ｑ�：今後の栃木市に望むことは

Ａ�：子どもから大人（お年寄り）まで集える室内（雨の日）のスペースが欲
しいです。
子育てのしやすい環境の創出、少子化ですので出産費用や不妊治療助
成金の増額などをして欲しいです。

議会広報紙モニター 
坂東 美砂さん
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3月定例会の予定（変更になる場合があります）
　日程と一般質問の内容は、確定次第、ホー
ムページ等でお知らせするほか、２月21日

（水）に新聞折り込みを予定しています。
　また、一般質問の様子は、ケーブルテレビ
や市議会のホームページからもご覧いただけ
ます。
　ぜひ、ご覧ください。

栃木市
マスコットキャラクター

とち介

日 月 火 水 木 金 土
2/18 19 20 21 22 23 24

本会議

議案等提案 天皇誕生日
新聞折込 予算特別委員会

25 26 27 28 29 3/1 2
本会議

『一般質問』
3 4 5 6 7 8 9

予算特別委員会 常任委員会・予算特別委員会分科会

会派代表質問 （総務） （民生）
10 11 12 13 14 15 16

常任委員会・予算特別委員会分科会

（産業教育） （建設）
17 18 19 20 21 22 23

春分の日
予算特別委員会

分科会長報告
24 25 26 27 28 29 30

本会議

議案等採決


